
▼ 循環する自然、草木を題材に考案されるアートシーン

◇ 進行中の造園プロジェクト ～ つむじ（東村山市)
　 庭の見学会＋庭づくりワークショップを行います。　　　　　　　　　　３つの建物が配された地域のつながりの拠点作りプロジェクト

 庭とのつきあいから生まれる作品 ～ 石の造形、土のうつわ ▲

小林 賢二　KOBAYASHI Kenji　プロフィール

1964  長野県上田市生まれ

1986  明治大学工学部建築学科（神代研究室）卒業

1989  桑沢デザイン研究所スペースデザイン科卒業

　　   剣持デザイン研究所、苑環境計画 勤務

1993  小林賢二アトリエ設立

●i-works2015モデルハウス（2015年3月）
　建築設計：伊礼智
●舎庫（2015年9月竣工予定）
　建築設計：小泉誠
●木造ドミノ住宅モデルハウス
　　　　　　　　　　　（2016年1月竣工予定）
　建築設計：相羽建設設計部
　インフィルデザイン：小泉誠　
○全体施工：相羽建設
○全体造園デザイン：小林賢二

造園家 小林賢二のしごと

2023 年 3月 4日

貴社名：

ご氏名： ご住所：

FAX 送信先：042-393-9838

【お問合せ先】相羽建設株式会社 /広報 中村桃子　TEL/ 0120-145-333

E-mail 送信先：mail@aibaeco.co.jp

ご希望取材日時　　　　月　　　日　　　　:　　　　　　　

媒体名：

JID AWARD 2022 プロダクト部門賞受賞JID AWARD 2022 プロダクト部門賞受賞
地域の人が使う家具を、市民とつくり手の協働と、地域の材を
使ってつくる思い出ベンチプロジェクトが、日本インテリアデ
ザイナー協会主催の JID AWARD 2022 でプロダクト部門賞を
受賞しました。
まちの公共の場として公園の価値が見直される中、東京都東村
山市では、地域住民やボランティア団体、工務店や行政が連携
して水車苑の水車や建築の復活が実現しました。
メンバーの対話が重ねられる中、公園ベンチの素材に市内公園
の伐採樹木を活用し、地元有志の寄付による「思い出ベンチ」
づくりプロジェクトが発足。家具デザイナーの小泉誠さんと相
羽建設がデザイン・製作を担い、地域の人も試作や改善に一緒
に参加してベンチを製作しました。
ベンチは「く」の字と「I」の字のベンチ、木陰の公園ベンチ
の 2 種類。それぞれコミュニケーションが生まれるデザイン
とし、座り心地にこだわりました。
地域に暮らす人の想いを再生する事業となった思い出ベンチ
は、地域に愛される居心地の良い場所になっています。

製　　作 : 恩多みんなのベンチ設置委員会　東村山市　
デザイン : 小泉 誠（Koizumi Studio）
施　　工：相羽建設株式会社
設置場所 : 東京都東村山市　恩多野火止水車苑・恩多稲荷児童遊園

■思い出ベンチ概要■思い出ベンチ概要

プレスリリース
報道関係者各位

＊プレスの内容や画像は掲載用としてお使い頂けます。
　写真やデータが必要でしたらお気がねなくお問合せください。

取材をご希望される方はこちらにご記入の上、FAX かメールでお申込みをお願いいたします。

木陰の公園ベンチ

地域ボランティアの方も製作に参加

公園の伐採樹木を活用 「思い出ベンチ」

「く」の字と「I」の字のベンチ

JID AWARD 2022 授賞式


